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株式会社リミックスポイント（証券コード： 3825、本社：東京都港区、代表取締役社長  

CEO：高橋由彦、以下「当社」）は、この度、FIP 転換事業における第一号案件として、自

社で保有する「宇城太陽光発電所」（熊本県宇城市）について、FIT 制度※ 1 から FIP 制度※

2 への移行認定を経済産業省より受けましたので、以下の通りお知らせいたします。  

 

 

■取り組みの背景と目的  

FIT 制度の導入以降、再生可能エネルギーの導入は急速に進展しました。一方で近年、

電力供給が需要を上回る場面が増加しており、当該時間帯における日本卸電力取引所（以

下「 JEPX」）の卸電力市場価格の低下や、供給過多に伴う再エネ発電設備への出力制御の

増加といった課題が顕在化しています。  

経済産業省の公表資料※ 3 によれば、再生可能エネルギーの導入拡大に伴い、出力制御

を実施するエリアは現在全国へと拡大しており、足元の出力制御量も増加傾向にあると報

 
※ 1 「フィードインタリフ（ Feed-in Tariff）」の略称。再生可能エネルギーで発電した電力を、電力会社が一定

期間、固定価格で買い取ることを国が約束する制度  
※ 2 「フィードインプレミアム（ Feed-in Premium）」の略称。再生可能エネルギー発電事業者が JEPX 等の卸電

力市場に電力を販売する際、売電価格に一定の補助額（プレミアム）を上乗せする制度  
※ 3 経済産業省  資源エネルギー庁「再生可能エネルギー出力制御の短期見通し等について」（第 6 回  次世代電力

系統ワーキンググループ資料）より  
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告されています。特に九州本土をはじめとする一部地域では依然として高い水準で出力制

御が実施されており、出力制御による売電収入の減少は、発電事業者の採算性を左右する

大きな要因となっています。  

こうした状況を踏まえ、当社は九州電力管内において FIP 転換事業を推進しており、こ

のたび、その第一号案件となる自社保有の「宇城太陽光発電所」において、2026 年 6 月

に経済産業省より FIP 認定を取得いたしました。  

 

本発電所では、FIP 制度への移行に合わせ、大規模蓄電システムと独自 AI を組み合わ

せた市場運用モデルを構築します。市場価格や電力需給に応じた充放電制御を行うこと

で、再生可能エネルギーの有効活用と電力網の安定化を両立させるとともに、 JEPX や需

給調整市場など複数の市場へ参画し、売電収益の最大化を図ります。  

当社は、本発電所の運用を通じて高度な運用ノウハウやアグリゲーションビジネス ※ 4

の知見を蓄積・実証するとともに、その成果を全国で展開する系統用蓄電池事業へ活用す

ることで、事業シナジーの創出と中長期的な企業価値の向上につなげてまいります。  

 

■対象発電所の概要  

名称  宇城太陽光発電所  

所在地  熊本県宇城市  

発電出力  968.5kW  

導入設備  蓄電池（定格容量）約 2,500kWh  

今後のスケジュール  2026 年夏頃  運転開始（予定）  

 

 

■収益モデルの概要  

本発電所においては、FIP 制度への移行および蓄電システムの併設による効率的な市場

運用により、従来の FIT 制度下と比較して、需給調整市場を含めた売電収益が年間約

3,500 万円向上する見込みです。  

また、今後の出力制御における優先順位を踏まえると、FIT 発電所に対して優先的に実

施されるケースが想定されます。この場合においても、日中の市場価格の低い時間帯（該

当時間帯を含む）に充電し、市場価格の高い時間帯に放電（売電）することで、出力制御

による機会損失を最小限に抑え、さらなる事業採算性の改善を図ってまいります。  

 

■今後の展開および見通し  

当社は本件を高圧太陽光発電所の FIP 転換におけるモデルケースと位置付け、発電所運

営を通じて蓄積する市場運用、EMS 制御およびアグリゲーションに関する知見・ノウハ

ウを活用し、今後は他社が保有する再生可能エネルギー発電所に対しても FIP 転換支援サ

ービスを展開していく方針です。  

具体的には、FIP 制度への移行支援、EMS 導入、蓄電池との連携、アグリゲーションま

でを一体的に提供することで、発電事業者の収益向上を支援するとともに、機器販売、シ

ステム構築、アグリゲーションなどを通じた多様な収益機会の創出を目指してまいりま

す。  

 

本件が当期の当社連結業績に与える影響は軽微であります。今後、公表すべき事項が生

じた場合には、速やかに開示いたします。  

 
※ 4 太陽光発電や蓄電池等の分散電源を IoT 等で統合制御し、一体的に運用することで、需給バランスの調整や

供給力・調整力として市場に供出し、収益を得る事業  



 

 

■リミックスポイントについて  

 リミックスポイントは、エネルギー・ソリューション事業およびデジタルアセットマネ

ジメント事業を展開する東証スタンダード上場企業です。主力とする電力小売業をはじ

め、蓄電池関連事業、補助金申請支援、省エネコンサルティングを通じて、脱炭素社会の

実現と持続可能な社会づくりに取り組んでいます。また、エネルギー領域とデジタルアセ

ット領域の知見を活かし、社会課題の解決に向けた新たな価値創造に取り組んでいます。  

 

 公式サイト：https://www.remixpoint.co.jp/  

X（旧 Twitter）：https://x.com/remixpoint_x  

 

 

＜本件に関するお問い合せ先＞  

株式会社リミックスポイント  

 広報窓口  

mail： communication@remixpoint.co.jp  

https://www.remixpoint.co.jp/
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